
    

       

   

 
 
 

大阪公立大学大学院 都市経営研究科 教授 

   講師 吉田 隆之 氏 

「現代アートは、 
世界の分断･差別の解消に 

貢献できるのか？」 
〜熊本・つなぎ美術館の事例と世界の潮流から読み解く～ 

【講師プロフィール】  
大阪公立大学大学院都市経営研究科教授。日本文化政策学会理事。 
博士（学術）、公共政策修士（専門職）。 

大学では、地域貢献事業として「大学における芸術家等育成事業（2023－2025）」
に取り組む。愛知県庁在職時には、あいちトリエンナーレ 2010 を担当。 
研究テーマは、文化政策およびアートプロジェクト論。 
著書に、 
『アートプロジェクトの変貌 理論・実践・社会の交差点』（水曜社、2025 年） 
『芸術祭の危機管理－表現の自由を守るマネジメント』（水曜社、2020 年） 
『芸術祭と地域づくり “祭り”の受容から自発・協働による固有資源化へ』 
（水曜社、2019 年） 
『文化条例政策とスポーツ条例政策』（吉田勝光との共著、成文堂、2018 年） 
などがある。  

○日  時  2026 年 2 月 11 日（水曜日・祝日）14:00～16:00 

○会  場  熊本市流通情報会館 5F 501 研修室 

○募集定員  100 名 （受講料 無料） 

○主  催  熊本市（経済観光局）・熊本流通団地(協)・公益社団法人熊本法人会 共催 

 

2 月開催のご案内 

 

■受講申込方法（会館ホームページより、ネット申込みをご利用ください。） 

もしくは裏面申込書により、ＦＡＸにてお申し込みください。 

ＴＥＬ096－377－2091 ＦＡＸ096－377－2096 

■申込締切日   

2026 年 2 月 10 日(火)(早期受付順、定員になり次第締切ります） 

現代アートというとどのようなイメージをお持ちですか。難しいとか？苦手とか？ 

そもそもアートって、社会の役に立つものなの？ 

しかし、実は、私たちの社会や日常と深く関わる表現です。熊本ではつなぎ美術館

の取り組みが評価を受けています。国内各地で広がる芸術祭・アートプロジェクト

の取り組みや、世界の潮流を紹介しながら、現代アートの楽しみ方やその社会的な

役割について、皆さんと一緒に考えていきます。 



 

ＦＡＸ 096－377－2096 

2025 年度 2 月聴講兼会員申込書 

                           年   月   日 

熊本市流通情報会館案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

「熊本元気塾｣とは？ 

熊本元気塾は、元気な経営者を育成し、熊本市を元気な町にすることを目指して、2005 年 7 月に開塾され

ました。坂本 正氏（元熊本学園大学学長）を塾長とし、講師陣は、各方面から多種多彩なｴｷｽﾊﾟｰﾄをお迎え

し、年 8 回の講演を開催しています。 

なお、2025 年度の講師の方々は以下の通りです。 
 

2025 年 6 月 19 日(木)    牧野 義紀 氏  郷土史研究家 

2025 年 7 月 25 日(金)   新改 敬英 氏  熊本学園大学大学院 会計専門職研究科 教授 

2025 年 8 月 26 日(火)   植山 時男 氏  Eminence Partners 合同会社 代表社員  

2025 年 9 月 27 日(土)   中野 雄司 氏  京都大学大学院 生命科学研究科 教授 

2025 年 10 月 22 日(水)    中尾 浩一 氏  済生会熊本病院 院長 

2025 年 11 月 15 日(土)    本幡 克哉 氏  日本取引所 自主規制法人 常任監事 

2025 年 12 月 16 日(火)     野上 昂太郎 氏  柴田・斉藤・山野法律事務所 弁護士 

2026 年 2 月 11 日(水･祝)  吉田 隆之 氏  大阪公立大学大学院 都市経営研究科 教授 

 

熊本市流通情報会館事務局宛 

当日、会館駐車場は混雑が予想されるため、

会館第 2 駐車場のご利用をお勧めします！ 


